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　生化学講座では、糖鎖についての研究を進めています。糖鎖は細胞間のコミュニケーションを仲介する情報
分子と考えられています。糖鎖はゴルジ装置の膜に結合している糖転移酵素によって生合成されています。
　この糖転移酵素のタンパク質切断のアルツハイマー病態における意義を明らかにし、得られた研究成果を
アルツハイマー病の診断や治療に応用したいと考えています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容

 1 ．アルツハイマー病βセクレターゼによる糖転移酵素の
プロセッシングと糖鎖制御機構

 2 ．バイオマーカーとしての脳脊髄液中の糖タンパク質糖
鎖の解析

 3 ．免疫細胞が発現する糖鎖結合タンパク質（シグレック）
の研究

研修医、臨床医入学時の研究分野

 1 ．神経変性疾患のバイオマーカーの検索
 2 ．免疫細胞の持つ糖鎖受容体の病理学的意義

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ

　神経変性疾患やがん免疫のメカニズムを分子レ
ベルで解明したいと考えています。ヒトの生物学
や病態生理に興味のある方の参加をお待ち致して
おります。
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免疫学講座

　免疫とは感染に対して抵抗性を示す能力をいい、その機序とその破綻によって引き起こされる疾患を理解
し、治療に結びつけるのが免疫学です。当講座は免疫学の中でも感染初期における生体防御反応である自然
免疫の解明と、自己成分に向けられた免疫応答によって引き起こされる自己免疫疾患の解明に重きを置いて
います。学内臨床講座はもちろん、国内国外の研究機関との共同研究を積極的に推進しております。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容

 1 ．分子生物学的手法を用いた自然免疫特に補体レクチン
経路の生体における役割の解明

 2 ．MASP欠損マウス、フィコリン欠損マウスによる解析
　補体活性化因子のリコンビナントタンパク質作製とそ
の活性の測定

 3 ．SLEモデルマウスを用いたループス腎炎の病態の解明

研修医、臨床医入学時の研究分野

１．自然免疫における補体レクチン経路の役割
　　－特に補体レクチン経路の分子基盤－
 2 ．自己免疫疾患における自然免疫の役割
　　－特にループス腎炎における補体レクチン経路と第二
　　経路の関与－

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ

　現在の医学は基礎医学研究の発展の上に成り立
っているといっても過言ではありません。当講座
は免疫学を中心とした基礎系の講座です。直接臨
床経験を積む場は提供できませんが、最先端の生
化学的及び分子生物学的手法を常に取り入れて研
究を行っています。是非、臨床系の大学院生の方
等、基礎的な研究に触れてみたい方の訪問を歓迎
します。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/biochem2/biochem2-top.htm
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